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６月３日（火）に伊賀市の水道部長、建設部長、青山支所長ほ

か１１名、合計１４名の方々に川上ダム建設所にお越しいただき

事業説明会を実施しました。 

当日は、機構から事業及び付替県道工事の進捗状況、環境保全

への取り組み等に関する説明を行った後、伊賀市から周辺市道の

工事状況等について説明をしていただきました。 

その後、ダムサイトや付替県道青山美杉線の工事現場、付替県

道青山美杉線と市道川上種生線との交差点予定箇所等を視察して

いただきました。 

今後とも伊賀市と情報を密にして連携を図りたいと思います。 

また、説明会の際に伊賀市建設部長より、「ダム通信という手段を用いて地元へ情報発信を続け、100 号を

超える発行を心がけてくれたことに感謝します。今後も引き続き、地元に密着型のダム通信を事業完成まで続

けていただきますようお願いします。」とのお言葉

をいただきました。これを励みに引き続き事業や工

事の状況等に関する情報をできるだけわかりやす

く発信していきたいと思います。 

 

６月１５日（日）、伊賀市桐ヶ丘にある多目的施設「アミティ」において、桐ヶ丘自治会の方々を対象とし

た「平成２６年度 川上ダム事業説明会」を開催しました。 

事業説明会では、川上ダム建設事業の進捗状況と、平成２５年度に桐ヶ丘団地と湛水予定区域の間にある尾

根で実施した、湧水・地下水位調査の結果について説明しました。 

湧水・地下水位調査の結果では、例年同様、年間を通じて湧水が確認されるとともに、現状の地下水位が常

に貯水池の 高水位よりも高い位置にあることを確認できたところです。 

川上ダムでは、今後とも必要な調査を継続し、関係地区の皆様に対して川上ダム建設事業に関する情報をお

知らせしてまいります。 

【調査設計課 遠本和也】

 
 

【工務課 関根隆好】

 

 
 

【工務課 関根隆好】 

右のイメージ図にあるように、突起物には太いワイヤ

ーのような部材がついており、堅固な岩盤まで達してい

ます。これをＰＣアンカーと言い、岩盤から抜けないよ

うに岩盤と一体にすることで、法枠で法面を固定させる

仕組みとなっています。 

なお、付替県道青山美杉線においても、猫また大橋下

流側の道路法面の安定化を図る目的でグラウンドアンカ

ー工を施工中であり、１２月完成予定です。 

ＰＣアンカー（太いワ

イヤーのような部材)

法枠

地表面

グラウンドアンカー工のイメージ図 

県道松阪青山線で見られるグラウンドアンカー工 

今回のダム用語集では、ダムの型式のひとつである「重力式コン

クリートダム」について紹介します。 

「重力式コンクリートダム」は、コンクリートを主要材料として

コンクリートの重さを利用し、ダムの自重で水圧に耐えるのが特徴

です。建設には、膨大な量のコンクリートが必要であり、基礎岩盤

（ダムの重さを支える土台となる岩盤）が堅固な地点が条件となり

ます。川上ダム（高さ９０．０ｍ）も「重力式コンクリートダム」

で計画されています。 

ダムの型式には、この他にもまだまだありますので、興味のある方は調べてみてください。 

三重県の主な重力式コンクリートダム（高さ順） 

ダム名 所在地 堤高 管理者 

宮川ダム 三重県多気郡大台町 ８８．５ｍ 三重県 

蓮(はちす)ダム 三重県松阪市 ７８．０ｍ 中部地方整備局 

君ヶ野ダム 三重県津市 ７３．０ｍ 三重県 

安濃ダム 三重県津市 ７３．０ｍ 東海農政局 

比奈知ダム 三重県名張市 ７０．５ｍ 水資源機構 

（出典：2012「ダム年鑑」より）

山道をドライブすると道路法
のり

面をモルタルで吹き付けていた

り、格子状の法枠を設置してい

たりするのをよく見かけます

が、たまに法枠に突起物がつい

ている場合があります。これら

の多くはグラウンドアンカー工
こう

と言って、法面を安定化させる

ための対策工の一種です。 

堅固な岩盤

ＰＣアンカー

法枠

 

  
 
  
 
 
 
 
 
 

  

活発な意見が交わされた意見交換会 

説明に耳を傾ける桐ヶ丘住民の方々 

付替県道青山美杉線・市道川上種生線交差点付近 

【工事課 飯島芳則】 

比奈知ダム 
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ています。今

魚などと共存
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当建設所では

詳細については

【問い合わ
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つり 

７月２７日（日

伊賀市高尾 逆柳

わせ：千方伝承会

ＴＥＬ：０

ど伊賀川漁協

に（６月５日
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である新田中

作業ではあり

建設所では、
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存できるよう

山地区におい

物を狙って竿
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については、広告な

日） 
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協管内のアユ
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き、また時折
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川に携わる
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問い合わせくださ

務課  梅村 
など営利目的のもの
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ユ漁は、６月

瀬川の下流部
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る仕事をする

わり川をよく
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伊賀地方も６

続いております

７月２０日前後

です!! 

今年の夏も熱

しょう。 
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記 者

当

頂けるよう、本紙
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川上ダム建設
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が、アユ漁の

との想いで実
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